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１．背景・目的     

熊本大学工学部の前身である熊本高等工業学校

（以下熊本高工と略記）と第五高等学校工学部（以

下五高工学部と略記）の卒業設計では、図面と、そ

の設計書にあたる論文（以下設計書と略記）を書く

事が義務づけられていた。 
上記の旧制学校卒業後、就職をした場合には、す

ぐに実務につく必要があった。このような当時の社

会的情勢を省みると、学校在籍時に実務に近い教育、

つまり実践的教育を学生に課す必要があったことか

ら、卒業設計を義務付けていたと考えられる。現在

もその図面と論文が当時作成された状態で熊本大学

に保存されている（写真－１）。 
  
 
 
 
 
 
本研究では、上記卒業設計を実践的教育を受けた

学生の最終成果物として位置づけ、分析を行う。そ

れによって、当時の実践的教育が一体どういったも

のであったのか、そして卒業設計そのものが教育と

実務という２つの領域に対しどのように位置づけら

れていたのかを明らかにする。 
２．研究対象   
２．１研究対象とする年               

 卒業設計は、五高工学部最初の卒業生が輩出され

る 1901（明治 34）年から、1941（昭和 16）年まで

のものが現存している。後年になるほど卒業設計の

消失が多くなっており、これら全てから実践的教育

というものをとらえることは非常に困難であると考

えられる。そこで、対象を絞る必要がある。図－１

に示すように、明治初期は外国人技師に依存してい

たものの、明治中期以降は日本人技師が自立し始め

た。それと同時期にあたる 1897（明治 30）年に五高

工学部が設立した。さらに五高工学部は、工業専門

学校として充実するために、1906（明治 39）年に熊

本高等工業学校として独立した。以上より、五高工

学部が熊本高工へと改組される時期がターニングポ

イントとして重要であると考えられる。よって、そ

の時期の入学生が卒業する 1908（明治 41）～1910

（明治 43）年の卒業設計を対象とする。 
 
 
 

 
 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
   

 
 

２．２対象とする卒業設計 

 卒業設計は発電施設から港湾といった幅広いも

のがその対象として扱われている。そのような中で、

図－１のような国内の橋梁情勢を考慮すると、上記

対象年においては市街橋設計が模索・洗練され始め

ており、重要な時期にさしかかっていた土木構造物

であると考えられる。以上により市街橋を扱った卒
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写真－１ 現存する図面と設計書１） 

図－１ 五高工学部と国内橋梁情勢の流れ２）,３）,４） 
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業設計を対象とする。 
２．３対象とする卒業設計のうちわけ 

 1908（明治 41）～1910（明治 43）年の卒業生は

107 名で、そのうち卒業設計が確認出来るものが 104

名である。図－２に卒業設計・橋種のうちわけをま

とめている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図－２からわかるように、卒業設計として扱われ

ているもので、市街橋は全体の約 30％を占めており、

重要視されていたことがわかる。また橋種において

は一般的にアーチ橋と言われるものの割合が圧倒的

に多く、当時の市街橋設計情勢が伺えるが、その考

察に関しては今後行う。 
３．分析 

３．１分析手法 

 当時の卒業設計課題に関する資料が無いことか

ら図－３に示すような仮説をたてる。 
 
 
 
 
 
当時のカリキュラムによると、学校在籍時、卒業

までに約 19 種類もの科目が課されていたのにも関

わらず、『実習設計および製図』という１科目は毎年

課され、週 39 時限中の平均約 19 時限を占めており

６）、非常に多くの時間を実践的教育に費やしていた

事がわかる。また就職も、多くが地方の官公庁や、

企業に勤める技師となっていたこと７）からわかるよ

うに、当時の教育と実務の領域というのは互いにシ

ンクロする関係にあると考えられ、これは図－３の

円にあたる。また実践的教育の最も実務に近い成果

として卒業設計を捉えると、実務・卒業設計・教育

というのは、図－３のような関係があると言えるの

ではないだろうか。同時に、本研究では図－３の卒

業設計が教育・実務の２領域においてどのように位

置づけられるのかを分析・考察する。 
次に、設計書に描かれているものを表－１のよう

に項目化・整理し、設計書の流れや、項目ごとの分

析を行うことにより卒業設計に見られる共通性など

を分析する。 
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 表－１ 設計書の項目例８） 
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図－２ 設計対象と橋種のうちわけ５） 

表－１のように、設計の大まかな流れは床組→応

力計算→構造体→詳細といった共通性を持ち、項目

に関しても、おおよそ上表に類似したものとなって

いるが、考察等の詳細に関しては発表時に提示する。 

図－３ 仮説図 

４．おわりに 

 本稿では五高工学部―熊本高工期の卒業設計に対

し、重要な時期と設計対象、そしてその分析手法を

示した。今後は仔細な分析を行い、考察を深めてい

きたい。 
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